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3
月
7
日
（
火
）、
第
5
回
役
員
会
、
第
2
回
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
・
女
性
代
表

者
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
主
な
議
題
は
、
第
50
回
定
期
総
会
の
方
針
案
の
骨
子
に
つ
い
て
議
論
を

し
ま
し
た
。

政
府
は
、
昨
年
12
月
に
「
安
保
三
文
書
」
を
閣
議
決
定
し
、
日
本
を
「
非
核
三

原
則
」
を
守
り
、「
軍
事
大
国
」
に
な
ら
ず
、
相
手
か
ら
武
力
攻
撃
を
受
け
た
と

き
に
の
み
限
定
的
に
防
衛
力
を
行
使
す
る
「
専
守
防
衛
」
に
徹
す
る
国
か
ら
、「
先

制
攻
撃
が
で
き
る
国
」「
戦
争
す
る
国
」
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

動
き
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
地
方
か
ら
自
公
政
権
の
専
横
を
許
さ
な
い
体
制
構
築

が
必
要
で
す
。

4
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
全
国
各
地
で
1
0
8
名
（
3
月
27
日
）
の

日
政
連
議
員
候
補
者
の
当
選
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
‼
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統一地方選 
4月 9日（日）、4月 23日（日）投票日
日政連候補者、108 人の当選を勝ち取り、

政権与党に打撃を与えよう !!

憲法九条、改憲を 
許 さ な い‼

第
九
条　

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際

平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、

武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争

を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄

す
る
。

②
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の

他
の
戦
力
は
、こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、

こ
れ
を
認
め
な
い
。

予 告
日退教第50回定期総会

6月9日（金）11：00 ～
日本教育会館８F 第2会議室　
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協
議
事
項
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

者
会
議
・
役
員
会
開
催
に
あ
た
っ
て

の
「
特
徴
的
な
情
勢
と
課
題
」
に
つ

い
て
提
案
し
ま
し
た

①
社
会
保
障
の
動
向
と
課
題
と
し
て
、

「
2
0
2
3
年
度
年
金
改
定
」「
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
」「
少
子
化
対
策
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」「
医
療
介

護
保
険
を
め
ぐ
る
動
向
」「
基
礎
年

金
45
年
問
題
」

②
平
和
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て
は
、

「
安
倍
銃
殺
と
統
一
教
会
」「
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
安
保
三
文

書
」「
防
衛
予
算
倍
増
」「
先
島
諸
島

の
ミ
サ
イ
ル
基
地
化
」「
G
X
と
原

発
」「
沖
縄
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
・

日
米
地
位
協
定
」

③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
は
、

「
L
G
B
T
差
別
発
言
」「
女
性
差

別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
」「
日
退

教
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組
み
」

④
組
織
拡
大
強
化
に
つ
い
て

引
き
続
き
、「
統
一
地
方
選
挙
の

取
り
組
み
」、
今
年
6
月
の
第
50
回

日
退
教
定
期
総
会
に
向
け
て
、
①
日

程
に
つ
い
て
、
②
方
針
案
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
、
③
議
長
選
出
、
④
代

議
員
の
選
出
に
つ
い
て
提
案
確
認

し
、更
に「
沖
縄
第
11
次
交
流
団
」「
日

退
教
結
成
50
周
年
記
念
」「
2
0
2
3

年
度
の
主
な
日
程
」「
当
面
の
日
程
」

を
確
認
し
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、北
海
道
の
北
島
さ
ん
、

千
葉
の
平
野
さ
ん
、
兵
庫
の
池
田
さ

ん
、
神
奈
川
の
添
田
さ
ん
、
秋
田
の

川
村
さ
ん
、
埼
玉
の
石
川
さ
ん
、
石

川
高
の
泊
さ
ん
、兵
庫
の
山
名
さ
ん
、

北
海
道
の
山
根
さ
ん
、
千
葉
高
の
越

川
さ
ん
か
ら
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
意
見
は
第
50
回
定
期
総
会

に
提
案
さ
れ
る
「
活
動
方
針
案
」
に

活
か
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

沖縄建白書10年　1月27日

ウクライナ侵攻1年　2月24日

あ
や
め
咲
く　

戦
ひ
な
き
世　

願
い
た
る

非
核
三
原
則
の　

気
運
高
ま
れ　

春
怒
涛

新
緑
や　

平
和
貴
し
と　

筆
に
込
め

沖
縄
の　

心
く
み
と
り　

夏
深
し

俳　句
山口退教　浜田光明（91歳）

第
2
回
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
、

第
4
回
役
員
会
報
告

発言者

平野さん 北島さん

添田さん 池田さん

石川さん 川村さん

山名さん 泊さん

越川さん 山根さん
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初
冬
に
入
っ
た
10
月
30
日
～
31

日
、
学
習
交
流
会
に
参
加
し
た
。
岩

手
内
陸
部
出
身
の
私
は
、
2
0
1
2

年
7
月
東
日
本
大
震
災
後
の
沿
岸
部

を
息
子
の
車
で
訪
ね
て
い
る
。
釜
石

に
は
高
齢
の
叔
母
が
住
ん
で
い
て
無

事
だ
っ
た
が
、
大
船
渡
、
陸
前
高
田
、

気
仙
沼
の
惨
状
を
目
の
当
た
り
に
し

て
海
に
向
か
っ
て
合
掌
す
る
こ
と
し

か
で
き
な
か
っ
た
。

今
回
の
旅
は
、
熱
心
に
話
し
て
下

さ
る
3
人
の
語
り
部
の
方
々
が
、
あ

の
大
き
な
地
震
と
津
波
に
遭
遇
し
、

表
面
的
で
は
な
い
、
そ
こ
に
生
き
て

生
活
し
て
い
る
人
々
の
体
験
や
そ
の

思
い
を
お
聴
き
で
き
た
事
に
、
心
か

ら
感
謝
を
し
た
い
。
現
場
に
立
っ
て

の
説
明
や
資
料
や
映
像
で
当
時
の
思

い
を
熱
く
語
ら
れ
た
が
、
異
口
同
音

に
「
話
す
度
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
で
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

辛
く
な
る
が
、 

使
命
感
を
持
っ
て

語
り
続
け
て
い
く
」
と
言
わ
れ
た
。

私
は
襟
を
正
し
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

聴
い
た
。 

最
初
に
話
さ
れ
た
釜
石
の
菅
野

さ
ん
は
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
を

地
元
の
中
学
生
が
自
主
的
に
避
難

行
動
を
と
っ
た
「
釜
石
の
奇
跡
」

と
呼
ば
れ
る
津
波
教
育
の
成
功
例

と
し
て
話
さ
れ
た
。
中
学
生
が
小

学
生
の
手
を
引
い
て
山
道
を
走
り
、

や
が
て
住
民
た
ち
も
続
き
、
よ
り

高
い
と
こ
ろ
に
登
り
6
0
0
人

の
児
童
生
徒
が
助
か
っ
た
と
い

う
。
そ
の
走
っ
た
道
を
「
い
の
ち

の
道
」
と
呼
ん
で
い
て
、
私
た
ち

を
乗
せ
た
バ
ス
は
当
時
の
急
坂

の
長
い
道
の
り
を
辿
っ
た
。

次
に
大
槌
高
校
職
員
の
黒
澤
さ

ん
は
、
地
震
・
津
波
に
襲
わ
れ
た

当
日
の
夕
方
に
は
、
県
立
高
校
が

避
難
所
を
開
設
し
運
営
し
た
こ
と

を
つ
ぶ
さ
に
話
さ
れ
た
。
津
波
の

後
、
町
な
か
の
火
災
や
山
火
事
も

起
き
て
い
る
。
震
災
の
三
日
目
の

深
夜
か
ら
書
い
た
メ
モ
書
き
や
日

記
を
元
に
、
6
月
10
日 

ま
で
の

3
ヶ
月
間
の
記
録
を
「
三
日
坊
主

の
日
記
」
に
纏
め
た
冊
子
を
頂
い

た
が
、
そ
の
行
動
内
容
に
は 

驚

く
と
共
に
胸
に
し
み
た
。
ご
自
分

の
家
族
や
親
族
の
事
よ
り
被
災
し

た
住
民
の
為
の
行
動
を
優
先
す
る

気
持
ち
は
、
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の

だ
ろ
う
と
思
っ
た
。震
災
直
後
の「
高

台
に
あ
り
津
波
を
免
れ
た
大
槌
高
校

が
、
ま
る
で
ノ
ア
の
方
舟
に
よ
う
に

見
え
た
」
と
記
し
て
い
る
。

最
後
に
、
田
老
地
区
の
女
性
ガ
イ

ド
で
あ
る
元
田
さ
ん
か
ら
、
防
潮
堤

に
登
っ
て
海
に
向
か
い
黙
祷
を
捧
げ

た
後
に
説
明
を
聴
く
。
田
老
地
区
は

「
万
里
の
長
城
」
と
呼
ば
れ
た
高
さ

10 

m 

長
さ 

2
・
4 

k
m
に
及
ぶ

X 

型
の
防
潮
堤
が
今
回
の
津
波
で

被
害
を
受
け
て
い
た
。「
住
民
の
賛

否
は
あ
る
が
防
潮
堤
・
防
潮
林
は
、

命
を
守
り
人
々
が
逃
げ
る
時
間
を
か

せ
ぐ
」
と
体
験
者
な
ら
で
は
の
説
明

が
あ
っ
た
。

津
波
遺
構
の
元
観
光
ホ
テ
ル
は
3

階
ま
で
津
波
に
襲
わ
れ
て
鉄
骨
が
剥

き
だ
し
、私
た
ち
は
4
階
に
上
が
り
、

テ
レ
ビ
で
は
見
た
こ
と
も
な
い
映
像

を
D
V
D
で
見
る
。
一
人
の
老
婆
が

家
を
出
て
歩
き
出
し
そ
の
背
後
か
ら

真
っ
黒
な
津
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る

瞬
間
を
と
ら
え
て
い
た
が
、
私
た
ち

23
人
の
参
加
者
は
ハ
ッ
と
息
を
の
み

涙
ぐ
ん
で
し
ま
っ
た
。

復
興
が
進
み
町
や
道
路
は
整
備
さ

れ
つ
つ
あ
る
が
、
山
間
部
に
は
草
ぼ

う
ぼ
う
の
空
き
地
が
各
所
に
見
ら
れ

た
。
地
元
の
新
聞
岩
手
日
報
に
は

「
2
0
2
1
年
に
『
復
興
・
創
生
期

間
』
に
入
り
、
国
は
次
の
『
心
の
ケ

ア
』
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
に
軸
足
」
と

あ
っ
た
が
、
遅
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
。
私
自
身
も
っ
と
防
災

に
目
を
向
け
具
体
的
に
行
動
で
き
る

日
常
を
考
え
た
い
。
人
間
の
強
さ
·

賢
さ
·
隣
人
へ
の
愛
、
そ
し
て
い
の

ち
の
尊
さ
を
考
え
教
え
ら
れ
た
旅

だ
っ
た
。

参加者記念撮影

東
北
岩
手 

学
習
交
流
の
旅
に

参
加
し
て

神
奈
川
高
退
　
古
座
野
郁
子



（4）

◆
編
集
後
記
◆

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
。

政
府
は
あ
の
手
こ
の
手
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
作
成
に
向

け
て
誘
導
し
て
い
る
が
、
申
請

数
は
２
月
末
時
点
で
も
７
割
に

止
ま
っ
て
い
る
。
２
万
円
分
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
と
か
い

う
姑
息
な
手
段
の
他
、
許
せ
な

い
の
は
本
来
任
意
で
あ
る
は
ず

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健

康
保
険
証
や
介
護
保
険
証
を
紐

付
け
し
て
、
持
た
ざ
る
を
得
な

い
状
況
を
作
り
出
そ
う
と
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
給
食
費
の
無
償

化
の
条
件
に
す
る
と
い
う
自
治

体
ま
で
出
て
き
た
の
に
は
開
い

た
口
が
塞
が
ら
な
い
。

最
近
は
、
運
転
免
許
証
と
一

体
化
さ
せ
る
こ
と
も
決
ま
り
、

い
つ
義
務
化
さ
れ
る
か
と
身
分

証
明
書
と
し
て
免
許
証
を
保
持

し
て
い
る
筆
者
は
戦
々
恐
々
と

し
て
い
る
。
確
定
申
告
も

e-

T
a
x
が
便
利
で
す
よ
と

悪
魔
の
さ
さ
や
き
も
聞
こ
え
て

く
る
。
そ
れ
で
も
義
務
化
さ
れ

る
ま
で
作
ら
ん
ぞ
と
思
う
の
は
、

ひ
と
え
に
今
の
政
権
が
信
用
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。	

（
M
）
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今こそ、自書出版をしてみませんか！
これまでも、毎回のように呼び掛けてきまし
たが、人生のあゆみ、教育実践、政治闘争、 
日教組の都道府県・支部・職場の歴史など、
記録に残したいことがたくさんあるはずです。

新年度に向け、作成しませんか？
　申し込みは、日退教と提携している郁朋社へ！

☎　　03－3234－8923
Fax　 03－3234－8948予定

▪▪  2023年度の主な日程2023年度の主な日程  ▪▪
5月連休明けに、単会へ第50回総会原案を送付
5月末までに、原案に対して補強・修正意見を提出

6月008日（木） 第1回役員会で方針（案）確認
6月009日（金）
　　11：00 第50回定期総会（通常開催）

7月18日（火） 第2回役員会
7月19日（水） 退職者連合　第27回定期総会
7月28日（金） 地方公務員退職者協議会

第54回定期総会
9月18日（月） 第3回役員会・

第1回ブロック代表者会議
9月19日（火） 退連高齢者集会、

女性参加者の集い
9月20日（水） 政治学習会、

地公三単産・地公退高齢者集会

10月12日（木） 五者学習会
10月13日（金） 日退教組織活動交流集会

ご協力、ありがとうございました。
詳細は、3月7日に開催された第２回ブロック代表者会議で確認しています。

収入　5,630,016 円
（繰越金、闘争・災害支援カンパ、ウクライナカンパ、利子）　

支出　2,175,811 円
ウクライナ：22万円、福島地震：8万円、能登地震：46万円、台風14・15号：72万円、

辺野古闘争：40万円、原発闘争：10万円、トルコ・シリア地震：20万円、動員その他：12万円

2022年度のカンパ報告　（3月15日現在）


